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 既に各国で業務用無線としてLTE方式導入に向けた活動を開始。

• 米国では、700MHz帯を業務用無線のLTEシステムに割当。First Netを設立し、$7B投資し、昨年

末時点で全州が参加を表明。ファーストレスポンダー（警察、消防等）向けのサービス提供だけで

なく、ユーティリティ（電力、ガス、水道等）にも開放する方針。

• 韓国もセウォル号事故を受け、Band28(700MHz帯)を業務用無線のLTEシステムに割当。

• 欧州ではTETRAの後継にLTEを検討。

公共安全分野におけるITU等の動向 4

■ 諸外国における動向

 3GPP（3rd Generation Partnership Project）において、Public Safety関連の機能の標準化が開始。
 現在標準化中にRelease15においてもPublic Safety関連機能の高度化が検討されている。

 グループ通信
 端末間通信
 基地局単独運用
 マルチキャスト など

■ ３GPPにおける動向

 近年、国際電気通信連合（ITU）においても、大規模災害が発生した場合の国際支援への活用も

視野に入れて、WRC-2000において、PPDR(Public Protection and Disaster Relief：公共保安・災害

救援通信)用の地域で調和のとれた周波数帯（harmonized frequency range）の検討が採択された。

 2015年11月に開催されたWRC-15において、広帯域PPDRとして、LTE技術の採用を念頭に

800MHz帯の周波数を調和のとれた周波数帯とした。

■国際電気通信連合における動向





















委員会及び作業班における審議経過 14

▌平成29年10月5日（第39回陸上無線通信委員会）
• 「900MHz帯自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件」の検討開始について審議

▌平成30年○月○日（第○回陸上無線通信委員会）
• 「900MHz帯自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件」の報告

▌平成29年10月12日 （第1回作業班）
• 検討開始の背景、検討事項、調査の進め方
• 自営用移動通信システムの国際標準化動向及び国際動向

▌平成29年10月27日 （第2回作業班）
• 自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件の要求条件
• 自営用移動通信システムと他システムとの共用検討の考え方

▌平成29年11月14日 （第3回作業班）
• 自営用移動通信システムの技術的条件
• 自営用移動通信システムに関する測定法

▌平成29年12月5日 （第4回作業班）
• 高利得アンテナ移動局に関する共用検討

▌平成30年1月30日 （第5回作業班）
• 自営用移動通信システムの高度化に係る技術的条件案とりまとめ

■ 陸上無線通信委員会審議経過

■ 900MHz帯移動通信システム高度化作業班会審議経過




